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量子鍵配送とワンタイムパッド暗号化の組合せ
⇒ どんな（将来現れる）計算技術でも解読不可能

量子鍵配送（QKD）
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平文と同じサイズの鍵を用意

光子

暗号鍵

光子の測定行為は、その波形の形状に必ず痕跡を残す
⇒ビットエラー率の上昇として盗聴を確実に検知

⇒盗聴を疑われる時間の鍵を破棄、安全な時間帯の鍵を最終鍵として利用

量子暗号とは

敷設ファイバー
50km圏で
300kbps程度

現在の性能

乱数列

一度使った暗号鍵は二度と使わない

Quantum Key Distribution 




